
（別紙１） 

メディアを利用した授業の大学通信教育における位置づけの変遷 

 ○～平成 10 年３月 

  ・30 単位以上の面接授業が必要。  

・面接授業の代替として放送授業が認められていた（10 単位まで）。 

 

卒業に必要な単位数＝124単位 
 
                                    30単位＝面接授業 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

①94 単位＝印刷教材による授業、放送授業又は面接授業  ②10 単位＝放送授業で代替 

             → ①＋②＝104 単位まで放送授業で単位の修得可 

 

 ○平成 10 年３月～ 

   ・メディア授業が可能となる。 

        （同時かつ双方向のもの（衛星通信、テレビ会議システムなど）に限定） 

   ・面接授業について 10 単位を上限としてメディアを利用した授業が可能となる。 

 

卒業に必要な単位数＝124単位 
 
                                     30単位＝面接授業 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

   

 ①94単位＝印刷教材による授業、放送授業、        ②10単位＝放送授業又は 

                   メディア授業又は面接授業                メディア授業で代替 

             → ①＋②＝104単位まで放送授業、メディア授業で単位の修得可 

 

 ○平成 13 年３月～ 

   ・メディアを利用した授業としてインターネットによる授業が可能となる。 

   ・30 単位以上を必要とする面接授業がメディアによる授業でも可能となる。 

       → 124 単位すべてをインターネットによる授業により単位修得可。 

 

卒業に必要な単位数＝124単位 
 
                   ③30単位＝面接授業又はメディア授業 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

     ①94単位＝印刷教材による授業、放送授業、       ②10単位＝放送授業で代替 

               メディア授業又は面接授業                      

             → ①＋③＝124単位までメディア授業で単位の修得可 

 

 ：特に履修方法に指定のない単位 → 遠隔授業可 
 

 ：放送授業  ：放送授業又はメディア授業  
 

  ：面接授業又はメディア授業  ：面接授業    




